
平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
金
融
機
関
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
（
こ
の
法
律
の
施
行
地
外
に
本
店
を
有
す
る
も

の
を
除
く
。）を
い
う
。

一

銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
銀
行
（
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お

い
て
単
に
「
銀
行
」
と
い
う
。）

二

長
期
信
用
銀
行
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
長
期
信
用
銀
行
（
第
四
十
三

条
第
二
項
に
お
い
て
単
に
「
長
期
信
用
銀
行
」
と
い
う
。）

三

信
用
金
庫

四

信
用
協
同
組
合

五

労
働
金
庫

六

信
用
金
庫
連
合
会

七

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
第
九
条
の
九
第
一
項
第
一
号
の
事
業
を
行

う
協
同
組
合
連
合
会
（
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
「
信
用
協
同
組
合
連
合
会
」
と
い
う
。）

八

労
働
金
庫
連
合
会

九

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫

十

農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
三
号
の
事
業
を
行
う
農
業
協
同

組
合

十
一

農
業
協
同
組
合
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
の
事
業
を
行
う
農
業
協
同
組
合
連
合
会

十
二

水
産
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
の
事
業
を
行
う

漁
業
協
同
組
合

十
三

水
産
業
協
同
組
合
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の
事
業
を
行
う
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

十
四

水
産
業
協
同
組
合
法
第
九
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
事
業
を
行
う
水
産
加
工
業
協
同
組
合

十
五

水
産
業
協
同
組
合
法
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
事
業
を
行
う
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会

十
六

農
林
中
央
金
庫

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
預
金
等
」
と
は
、
一
般
預
金
等
（
預
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第

五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
預
金
等
を
い
う
。）若
し
く
は
決
済
用
預
金
（
同
法
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
決
済
用
預
金
を
い
う
。）又
は
一
般
貯
金
等
（
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第

五
十
三
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
貯
金
等
を
い
う
。）若
し
く
は
決
済
用
貯
金
（
同
法
第
五
十
一
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
決
済
用
貯
金
を
い
う
。）（
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
預
金
者
等
」
と
は
、
預
金
者
そ
の
他
の
預
金
等
に
係
る
債
権
を
有
す
る
者
を
い
う
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
異
動
」
と
は
、
預
金
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
由
を
い
う
。

一

当
該
預
金
等
に
係
る
預
金
者
等
そ
の
他
の
主
務
省
令
で
定
め
る
者
が
当
該
預
金
等
を
利
用
す
る
意
思
を
表
示
し

た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
事
由
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
事
由

二

前
号
に
掲
げ
る
事
由
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
事
由
の
う
ち
、
当
該
預
金
等
に
係
る
金
融
機

関
が
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
業
務
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
同
号
に
掲
げ
る
事
由
と
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
が
必

要
か
つ
適
当
な
も
の
と
し
て
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
た
事
由

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
最
終
異
動
日
等
」
と
は
、
預
金
等
に
係
る
次
に
掲
げ
る
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
を
い
う
。

一

当
該
預
金
等
に
係
る
異
動
が
最
後
に
あ
っ
た
日

二

将
来
に
お
け
る
当
該
預
金
等
に
係
る
債
権
の
行
使
が
期
待
さ
れ
る
事
由
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
事
由
の
あ

る
預
金
等
に
あ
っ
て
は
、
当
該
預
金
等
に
係
る
債
権
の
行
使
が
期
待
さ
れ
る
日
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
日

三

当
該
預
金
等
に
係
る
金
融
機
関
が
当
該
預
金
等
に
係
る
預
金
者
等
に
対
し
て
次
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め

る
事
項
の
通
知
を
発
し
た
日
（
当
該
通
知
が
当
該
預
金
等
に
係
る
預
金
者
等
に
到
達
し
た
場
合
又
は
当
該
通
知
が

当
該
預
金
者
等
に
到
達
し
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
場
合
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合

に
限
る
。）

四

当
該
預
金
等
が
預
金
等
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日

６

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
休
眠
預
金
等
」
と
は
、
預
金
等
で
あ
っ
て
、
当
該
預
金
等
に
係
る
最
終
異
動
日
等
か
ら
十

年
を
経
過
し
た
も
の
を
い
う
。

７

第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
預
金
者
等
に
係
る
他
の
預
金
等
を
原
資
と
し
て
当
該
預
金
者
等
の

指
図
に
よ
ら
ず
に
受
け
入
れ
た
預
金
等
は
、
当
該
他
の
預
金
等
と
同
一
の
預
金
等
と
み
な
す
。

第
二
章

休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
移
管
及
び
管
理
等

第
一
節

休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
移
管
及
び
管
理

（
金
融
機
関
に
よ
る
公
告
、
通
知
等
）

第
三
条

金
融
機
関
（
清
算
中
の
金
融
機
関
を
除
く
。
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
最
終
異
動
日
等

か
ら
九
年
を
経
過
し
た
預
金
等
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
預
金
等
に
係
る
最
終
異
動
日
等
か
ら
十
年
六
月
を
経
過
す
る

日
（
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
金
融
機
関
に
つ
い
て
、
当
該
各
号
に
規
定
す
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
日
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）ま
で
に
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
預
金
等
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
預
金
等
に
係
る
最
終
異
動
日
等
に
関
す
る
事
項

二

当
該
預
金
等
に
係
る
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
休
眠
預
金
等
移
管
金
（
次
号
に
お
い
て
単
に
「
休
眠
預
金
等
移

管
金
」
と
い
う
。）の
同
項
に
規
定
す
る
納
期
限

民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
二
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
一
号

民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
移
管
及
び
管
理
等

第
一
節

休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
移
管
及
び
管
理
（
第
三
条

第
八
条
）

第
二
節

預
金
保
険
機
構
の
業
務
の
特
例
等
（
第
九
条

第
十
五
条
）

第
三
章

休
眠
預
金
等
交
付
金
に
係
る
資
金
の
活
用

第
一
節

総
則
（
第
十
六
条
・
第
十
七
条
）

第
二
節

基
本
方
針
及
び
基
本
計
画
（
第
十
八
条
・
第
十
九
条
）

第
三
節

指
定
活
用
団
体
（
第
二
十
条

第
三
十
四
条
）

第
四
節

休
眠
預
金
等
活
用
審
議
会
（
第
三
十
五
条

第
四
十
一
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
四
十
二
条

第
五
十
四
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
五
十
五
条

第
六
十
一
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
休
眠
預
金
等
に
係
る
預
金
者
等
の
利
益
を
保
護
し
つ
つ
、
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
を
民
間

公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
生
活
の
安
定
向
上
及
び
社
会
福
祉
の
増
進
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
検
討
）

第
七
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
運
送

法
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
百
二
十
五
号

イ
中
「
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
」
の
下
に「（
更
新
の
許
可
を
除

く
。）」
を
加
え
る
。

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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